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2026年、化石燃料由来の CO2排出量が減少 

グローバル・カーボン・プロジェクトの新たな研究によると、太陽光・風力発電の

拡大とイラン紛争を背景に、2026年の化石燃料由来の世界の炭素排出量は 0.4%減

少する見通しです。 

「グローバル・カーボン・バジェット 2026」は、今年の化石燃料由来の二酸化炭素

（CO2）排出量を 382億トンと予測しています。 

石油由来の排出量は 1.9%減少する見通しで、これはイラン紛争に端を発したエネル

ギーショックへの短期的な反応とみられます。 

世界のエネルギー需要は増え続けていますが、増加分の 3分の 2は、太陽光・風力

発電の拡大と電気自動車によって賄われています。 

しかし本報告書は、クリーンエネルギーの拡大が、化石燃料に由来する世界の CO2

排出量を継続的に減少させるには、まだ十分な速さで進んでいないと指摘してい

る。 

土地利用変化（森林破壊など）による排出量が今年はわずかに増加する見通しのた

め、2026年の人間活動による CO2総排出量は 433億トンと、昨年の 428億トンか

ら増加すると予測されています。 

残余の炭素予算（気温上昇が産業革命前比 1.5°C に達するまでに排出できる CO2の

量）は現在 1,500億トンで、現在の排出ペースでは 4年未満に相当します。 

CO2が依然として大気中に急速に蓄積しているため、気候変動による影響の危険度

は増大し続けています。 

報告書は、陸と海による CO2の吸収である自然の「吸収源」も評価しています。そ

れによると、陸域の吸収源は、2023～24年のエルニーニョ現象の間に「著しく弱ま

った」後、以前の水準に戻りました。 



しかし、2026年の強力なエルニーニョ現象は、来年に大きな影響を及ぼすと予想さ

れています。 

研究チームには、エクセター大学、イースト・アングリア大学（UEA）、CICERO

国際気候研究センター、ミュンヘン大学（LMU）、アルフレッド・ウェゲナー研究

所のほか、世界の 90を超える機関が参加しました。 

「化石燃料由来の CO2排出量の減少は心強いことですが、地政学的ショックに一部

起因する削減は、持続可能な気候対策とは言えません」と、研究を主導したエクセ

ター大学の Global Systems Instituteの Pierre Friedlingstein教授は述べています。 

「長期的な解決策は、クリーンエネルギー技術の急速な導入にあることに変わりは

ありません。再生可能エネルギーと電気自動車が増加するエネルギー需要をより多

く相殺するようになっているものの、世界の排出量がピークを迎えて持続的な減少

に転じるには、さらなる加速が必要です。」 

 

イースト・アングリア大学（UEA）環境科学部のロイヤル・ソサエティ・リサー

チ・プロフェッサーであるコリンヌ・ル・ケレ教授は、次のように述べています。

「クリーンテクノロジーは、世界全体の排出量削減において目に見える成果を上げ

ています。中国を筆頭に、太陽光発電や風力発電、そして電気自動車が急速に普及

しています。世界各地の国々が、経済成長を維持しつつ、排出量の削減を実現して

います。この動きをさらに加速させれば、わずか数年のうちに、世界全体の排出量

の推移（軌道）を変えることが可能です。」 

CICERO国際気候研究センターの Glen Peters研究教授は、次のように述べていま

す。「1年間の排出量の減少は、構造的な変化によるものでない限り、ピークとは

言えません。太陽光、風力、蓄電池、電気自動車の導入加速により、数十か国で排

出量が減少し、さらに多くの国で排出量の伸びが鈍化していますが、世界の排出量

のピークを確定させるには十分ではありません。」 

https://gsiexeter.co.uk/


LMU地理学部の Julia Pongratz教授は、次のように述べています。「排出量の削減

に加えて、温室効果ガスのニュートラルを達成するには、CO₂除去を急拡大する必

要があります。植林と再造林はすでに相当量の CO₂を除去していますが、その量は

依然として森林破壊による排出量を下回っており、新規の炭素除去技術による除去

は非常に限られています。私たちは今、あらゆる面で行動を起こす必要がありま

す。」 

「グローバル・カーボン・バジェット 2026」のその他の主な知見は次のとおりで

す。 

●         中国の 2026年の排出量は 0.9%減少する見通しで、2年間の低い排出量

の伸びに続くものです。石油由来の排出量が大きく減少した一方、石炭由

来の排出量はわずかに増加（0.3%）し、再生可能エネルギーによる発電

は引き続き力強く伸びています。 

●         中国は世界の化石燃料由来排出量の 32%を占める一方で、クリーン技術

の導入と、再造林による炭素吸収源の拡大に最も積極的な国でもありま

す。再生可能エネルギーと電気自動車によって世界で回避された排出量の

半分は中国によるもので、再造林・植林（新たな森林）による炭素吸収量

も中国が最大です。 

●         米国の排出量は 1.3%減少する見通しで、主に石炭由来の排出量の減少に

よるものです（昨年は天然ガス価格の高騰と寒さにより急増しました）。 

●         インドの排出量は 4.4%増加する見通しで、過去 10年間の年平均増加率

3.5%を上回ります。 

●         欧州連合（EU）の排出量は 1.5%減少する見通しです。 

●         日本の排出量は 1%減少する見通しです。 

●         世界のその他の地域の排出量は 0.7%減少する見通しです。減少の最大の

要因は石油で、価格の上昇と世界的な供給制約が背景にあるとみられま

す。 

●         2026年の化石燃料別の排出量予測は、石油が 1.9%減、天然ガスが 0.3%

減、石炭が 0.6%増です。 



●         国際航空と国際海運の排出量は、いずれも 1%減少する見通しです。航

空の減少は、中東での活動の縮小が一因です。 

●         土地利用変化による世界の CO2排出量は過去 10年間で減少してきまし

たが、今年は 51億トンに増加する見通しです。これは、泥炭火災（ほぼ

すべて人間活動による出火）や東南アジアの森林劣化による排出の増加に

よるもので、エルニーニョ現象の始まりに伴う乾燥した気象条件が関係し

ています。 

●         CO2総排出量（化石燃料由来と土地利用変化由来の排出量の合計）は、

過去 10年間の伸び（年 0.3%）がその前の 10年間（年 1.7%）より緩や

かになっています。 

●         恒久的な森林破壊による排出量は、2016～25年に年間約 38億トンの

CO2と高い水準にとどまっています。再造林・植林による恒久的な除去量

は、恒久的な森林破壊による排出量の約半分を相殺しています。 

●         再造林・植林による最大の炭素吸収は中国、EU27、米国で生じており、

合計で年間 8億トンの CO2が除去されています。ブラジル、ロシア、イ

ンドネシアなど他の地域でも再造林・植林によるかなりの吸収があります

が、そこでは森林破壊による排出量がそれを上回っています。 

●         技術ベースの二酸化炭素除去（再造林など自然ベースの手段を除く）の

現在の規模は、人間が 1年間に排出する化石燃料由来のCO₂量と比較す

ると、30分に満たない時間に排出する量を相殺するにとどまっていま

す。 

●         大気中の CO2濃度は 2026年に 427.7 ppmに達する見通しで、産業革命

前の水準を 54%上回ります。 

 

著者らによる付随的な分析（別の査読付き学術誌に掲載予定）では、以下のことが

明らかになった。 

●         世界のエネルギー需要が増える中、新たな排出は、クリーンエネルギー

の同時拡大によって防ぐ（または「相殺」する）ことができます。この論



文は現在から 2028年末までの予測を行い、新たな需要による排出量の 64

～79%が、新たな太陽光・風力発電と電気自動車によって相殺されると結

論づけています。 

●         経済成長を続けながら排出量を削減している国の数は明らかに増えてい

ます。2025年の排出量が、2019年の新型コロナ・パンデミック前を下回

りつつ経済成長を達成した国は 59か国ありました。 

●         2019～25年に総排出量が増加した国々でも、中国、インド、その他の新

興国を含むすべての地域で排出量の伸びは鈍化しています。 

●         電気自動車の効果は急速に拡大していますが、車両の入れ替えには時間

がかかるため、まだ小さく、2025年に電動化された乗用車は全体の約

10%（ハイブリッドを除くと 6%）にとどまります。 

●      太陽光・風力発電によって回避された排出量は、2010年の 2.8億トンか

ら 2025年には 41億トンに増加し、2026年には 46億トンに達する見通

しです。 

●   著者らは次のように結論づけています。「クリーン技術の導入のさらなる

加速を継続的に支援できれば、数年先に世界の CO2排出量の持続的なピ

ークと減少を達成できるかもしれません。」 

グローバル・カーボン・バジェット報告書は、140人を超える科学者からなる国際

チームによって作成され、確立された手法に基づいて完全な透明性のもと、査読を

経た年次更新を提供しています。 

2026年版（第 21回年次報告書）は、11月 10日にプレプリントとして学術誌 Earth 

System Science Dataに掲載され、その後、査読付き論文として公表されます。 
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